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（参考）新様式 2008/1/17

07000007-0

山田　太郎

ヤマダ　　タロウ

1952/4/1

1234567890

14295792

○○○株式会社　

○○○開発部

主任

1

1

○○大学大学院工学研究科物質生物工学専攻修士課程修了

工学修士

1979

年 ～ 年
2005 ～ 2007 「○○の研究開発プロジェクト」においてプロジェクトリーダー
1989 ～ 1999 ○○の研究開発
1989 ～ 1995 ××大学へ派遣（○○について基礎的調査を実施）
1988 ～ 1989 □□へ出向（○○プロジェクト立ち上げに参画）

～

～
～
～
～

年 月 主催者名 表彰制度名称 受賞名称 備考

1999 4 ○○振興会 ○○エネルギー技術賞 最優秀賞 ○○の性能評価に係る研究

論文 発行年 月 主な著者１ 著者２ 著者３ 表題 論文雑誌名 巻（Vol.） 号 備考
1998 9  山田太郎 鈴木太郎 佐藤花子 ○○の性能評価 ○○エネルギー 72 10 P．930

研究発表 発表年 月 主催者名 イベント名 発表者 備考
1999 10 XXXX The XXX Fall Meeting ’99 T.Yamada Improvement of XXXXX Composites by XXXXX 開催地：米国○○州

特許等 出願年 月 日 出願番号 登録番号 備考
（外国出願を含む 1998 10 12 特願1998-73295 特許第2687542号 ○○組成物

その他 年 月 タイトル

・ 研究開発等実施体制の審査のために利用されます。
・ 「所属機関の研究者代表」の情報の一部（e-Rad研究機関コード、e-Rad研究者番号、氏名、所属、生年月日、性別）が、事業名及び契約・助成金額等の情報と併せて、府省共通研
究開発管理システムへ提供及び政府研究開発データベース作成のために利用されます。
・ 特定の個人を識別しない状態に加工した統計資料の作成又は学術研究の目的のため等に利用することがあります。
・ ご提供いただいた個人情報は、上記の利用目的以外で利用することはありません。ただし、法令等により提供を求められた場合を除きます。

本研究開発プロジェクト中のサブテーマ「○○○○の開発」おいて、専門分野である△△△△と××××の研究開発実績を基に解析と□□□□の目標クリアのための研究に従事する。

本研究開発プロジェクトにおける役割

自由記述

発明等の名称

　役職名

主要研究員　研究経歴書

e-Rad研究者番号（8桁）
（所属研究機関の研究代表者は必須。代表者以
外は不明または保有していない場合省略可）

フリガナ

氏名

生年月日（西暦）

所属研究機関のe-Rad研究機関コード（10桁）
(所属研究機関の研究代表者は必須。)

所属

最終学歴

経歴書作成日：

部署名

受賞歴（主要なもの5件以内）

研究開発内容

性別（男：１、　女：２）

学位

学位取得年（西暦）

研究開発経歴（※現職を含む）

所属機関の研究者代表
（該当：１　非該当：２）

当該研究開発に関連する最近5年間の成果等（各主要なもの10件以内）

発表タイトル

受賞件名

契約管理番号：
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Ｆ Ａ Ｑ

事業者の皆様から問い合わせの多い御質問につきまして、以下のとおり記載しております。

御参考下さい。

Ｑ１：委託事業を行う上で、NEDO ポータルは必ず利用しないといけないのでしょうか？

Ａ１：NEDO ポータルは、研究開発を進めていく中で、事業者と当機構との間で書面にて取り交わ

されている申請・届出等手続きを電子的に授受することを可能とするとともに、双方における情報

の共有化を実現することでプロジェクトの円滑な推進並びに事業者の利便性向上を図ることを目的

として導入を行っており、原則、ＮＥＤＯポータルの利用をお願いしたいと考えております。

ただし、事業者の事情等により利用することができない場合には、その旨、当機構担当者まで御連

絡下さい。

Ｑ２：NEDO ポータルがもっている各機能のうち、一部の機能のみを利用することは認められるの

でしょうか？

Ａ２：ＮＥＤＯポータルの部分利用につきましては、基本的には可能としております。ＮＥＤＯポータ

ルはプロジェクト管理機能、資産管理機能、産業財産権管理機能、外部発表等実績管理機能、情

報共有機能等の複数の機能を有しています。当機構としては、これらの機能を全て利用していた

だきたいと考えておりますが、事業者の都合により利用できない場合には、当機構担当者に御相

談下さい。

Ｑ３：NEDO ポータルを利用するのに別途費用が発生するのでしょうか？

Ａ３：費用は発生しません。

Ｑ４：電子証明書を発行する対象は誰になりますか？

Ａ４：電子証明書は、当機構との契約において実際に業務に携わる、委託先の業務管理者、登録研

究員等の個人に対してそれぞれ発行いたします。再委託先、共同実施先等の業務管理者及び登

録研究員等は電子証明書の発行対象ではありません。

Ｑ５：電子証明書はどのようにして取得するのでしょうか？

Ａ５：ＮＥＤＯポータルの利用に当たっては、「業務管理者」のみ「NEDO ポータル電子証明書申請

書」を紙ベースで提出していただきます。当機構において確認後、発行手続を行い、電子証明書の

ダウンロードに必要となる ID、パスワード及び電子証明書ダウンロード用URL 等を郵送並びにメ

ールにて御案内させていただきます。これらを用いて利用する PC に電子証明書をインストールし

ていただきます。「業務管理者」以外の方については、「ＮＥＤＯポータル電子証明書申請書」を提

出する必要はありません。

Ｑ６：業務管理者の登録時に事務担当者を登録することが可能となっていますが、事務担当者とは

どの様な役割を担うのでしょうか？

Ａ６：事務担当者は業務管理者と同様に各種申請・届出等の文書等をポータル上で作成することが

できます。但し、事務担当者は、これらの文書を当機構の担当者に対して提出することはできませ

ん。各種文書等の当機構への提出は、業務管理者に行っていただくことになります。
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Ｑ７：資産管理システム、産業財産権管理システム、外部発表等実績管理システムの責任者及び

担当者の電子証明書はどの様な手順で発行されるのでしょうか？

Ａ７：業務管理者がＮＥＤＯポータルにログイン後にこれらの各システムの責任者及び担当者を登

録することができます。業務管理者からの申請後、当機構で確認を行い、電子証明書の発行手続

が行われます。

Ｑ８：複数の PC に電子証明書をインストールして利用したいのですが、可能でしょうか？

Ａ８：事業者と当機構間で行う申請・届出等の文書については、ポータルを利用してやり取りするこ

とになるため、セキュリティの問題等を勘案し、電子証明書のインストールは PC1 台につき 1 回の

みとしております。

Ｑ９：同一の者が NEDO との間で複数の契約の業務管理者又は登録研究員として参加する場合

には、電子証明書は複数発行されるのでしょうか？

Ａ９：電子証明書は個人に対して発行することになりますので、複数の契約に登録されている業務

管理者又は登録研究員の場合であっても、電子証明書は１つとなります。利用の際は、ポータルに

ログイン後、関係する契約を画面中で選択することにより、それぞれの契約について利用いただく

ことができます。但し、契約毎に「ＮＥＤＯポータル電子証明書申請書」の提出は必要となります。

Ｑ１０：「NEDO ポータル電子証明書申請書」の電子ファイルはどこからダウンロードできますか？

Ａ１０：当機構のホームページからダウンロードして御利用いただけます。

http://www.nedo.go.jp/portal/index.html
別添に、「ＮＥＤＯポータル電子証明書申請書」を同封しています。必要事項を記入後、提出下さい。

なお、登録者人数が多い場合には、同封の申請書をコピーいただくか、当機構のホームページか

らダウンロードして御利用下さい。

Ｑ１１：資産管理、産業財産権管理等については、社内の専門の部署（知財管理部、総務部 等）に

おいて一括管理を行っています。ポータルを利用した場合、これらの情報についても、社内の担当

者から直接登録を行うことができますか？

Ａ１１：契約毎に資産管理、産業財産権管理、外部発表等実績管理に関してそれぞれの責任者、担

当者を登録いただき利用していただくことができます。

Ｑ１２：既に実施中の契約について、実施途中から新たに NEDO ポータルの利用を開始すること

は可能でしょうか？

Ａ１２：可能です。なお、プロジェクト管理機能を利用する場合には、実施計画書等のデータを事前

にシステムにアップロードする作業が必要となります。データアップロード作業は当機構で行いま

すので、詳細につきましては、当機構担当者に御確認下さい。

１３：業務管理者及び事務担当者は複数人登録することができますか？

Ａ１３：それぞれ登録人数に上限はありませんので、必要に応じて登録をお願いします。なお、既に

契約締結済で、ポータルの利用に伴い、業務管理者を追加される場合には、実施計画書変更届出

が必要となります。
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